
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

中国寧夏回族自治区における回族民家の近代化過程
について : 海原県関橋村を事例として

王, 夢瑩
九州大学大学院人間環境学府空間システム専攻 : 博士後期課程

末廣, 香織
九州大学大学院人間環境学研究院都市・建築学部門 : 准教授

https://doi.org/10.15017/2231647

出版情報：都市・建築学研究. 35, pp.21-29, 2019-01-15. 九州大学大学院人間環境学研究院都市・建築
学部門
バージョン：
権利関係：



都市・建築学研究 九州大学大学院人間環境学研究院紀要 第35号， 2019年 1月

J. of Architecture and Urban Design, Kyushu University, No.35, pp.21-29, Jan. 2019 

中国寧夏回族自治区における回族民家の近代化過程について

ー海原県関橋村を事例として一

A Study on the Modernization Process of House in Ningxia Hui Autonomous Region 
-Case Study of Guanqiao Town in Haiyuan City— 

王夢螢＊，末廣香織＊＊

Mengying WANG, Kaoru SUEHIRO 

This paper selects Guanqiao village in Ningxia province as the representative of the Hui settlement. The study is aimed at 

clarifying the changing process of folk houses from 1960 to the present. ① According to the structure of the roofs and the 

construction methods, the houses can be divided into four categories. With the development of economy and construction 

technology, the scale of houses has been gradually enlarged and the decoration has become more and more magnificent. ② 

In traditional houses, the biggest bedroom is also the place to entertain the guest. Although the living rooms began to be built 

in 1990, but it is rarely be used. Recently, people began to built bedroom next to the living room that can be considered as an 

inherit of the tradition. 
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1はじめに

1. 1研究の背景

近代化が始まる以前の寧夏回族自治区では、カン注 1)

が主な暖房方式であり、地域の素材を用いて簡単に施

工できる土壁民家が広く分布していた。この地域は大

陸性季節風気候に属し、年平均気温7℃、年平均降水量

362. 6mmを記録する寒冷乾燥地域であるため、蓄熱性能

に優れた士が主な建築材として使われてきた。こうした

民家は、 1980年代の改革開放政策以降の地域経済の発

展に伴って、少しずつ変化してきた。特に近年は、回族

の支援政策によって、大規模な再開発が進められ、既存

の民家は解体されつつある。

しかし、これまでこの地域における回族民家の構法、

空間構成、住まい方などについては、ほとんど詳細な研

究がされておらず、地域の伝統や文化を新しい計画に生

かすことが困難な状況である。民家の近代化過程を記録

し、考察することは、今後の地域の住宅を設計する上で

重要な意味があると考えている。

1. 2既往研究の成果

中国の農村民家の変容過程に関しては、伝統的な南方

木造住居とその変化型に着目し、歴史的街区の空間構成

オ空間システム専攻博士後期課程
＊＊都市・建築学部門

とその変容について体系的に考察した、諏訪らの「広小卜1

西関大屋地区住居の研究」文献 1)や、中国東北部の農村

煉瓦造民家における空間的な変容過程を明らかにした、

棒田らの「改修と増築によるカンと炊事空間の変容と機

能分化の研究」文献2)があるが、黄土高原とは、地域の

状況が大きく異なっている。

一方回族民家に関しては、都市部の四合院の分類や変

容過程の分析を行った、川井らの「西安旧城回族居住地

区類型とその変容に関する研究」文献3)があるが、農村

部の事例はない。また、歴史学と民族学的視点から回民

族集落の社会構造、土壁民家やモスクなどの空間構成の

特徴を抽出した、李衛東の博士論文「寧夏回民族建築に

ついての研究」文献4)、伝統的な集落の構造や士壁民家の

形態と自然環境の関係を明らかにした、燕寧郷の博士論

文「寧夏回民族の集落についての研究」文献5)があるが、

これらは近代化以降の民家の発展やそこでの生活スタイ

ルの変化は取り扱っていない。

1. 3研究の目的

そこで本研究では、寧夏回族自治区における回族集落

の一つとして、現在開発が進んでいる中衛市海原県関橋

村を取り上げる（図 1)。現地での実測とヒアリング調

査によって、 20世紀後半以降の構法の発展や平面計画

の変容、そこでの生活様式の変化に着目し、民家の近代

化過程を明らかにすることを研究の目的とする。
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1. 4調査概要と研究の方法

2017年6月に西安交通大学が作成した集落の配置図

を基に現地調査を行い、民家の形態や空間構成の特徴を

把握した。建設年代との関連が強いと考えられる屋根の

形式の変化に着目して、調査可能な 16軒を選び、実測

調査及びヒアリングを行った。この中で最も古いものは

1955年、最も新しいものは 2014年に建築されている。

第2章では集落の概要を説明し、近代化前の状況を把

握する。第3章では民家の構法、材料と施工方法、装飾

などを明らかにし、第4章では就寝、接客などの場所に

着目し、住まい方の変化を捉える。

2研究対象地域

2. 1関橋村の概要

2017年 3月の資料では、関橋村の面積は43ヘクター

ルであり、現在関橋村で暮らす回民族は計 1,072人、民

家は計 198軒である。村の配置を図 4に示す。墓地を集

落の中心に配置するのは、土葬した人達のそばで暮らす

ことを望む宗教上の理由からと言われる。モスク注2)が

三つ配置され、集落の西側には 2000年以後に建設され

た幼稚園、小学校、中学校がある。

同治八年（西暦 1869年）頃、清政府との戦争に敗れ

（％） 
1600 

1400 

1200 

1000 

800 

600 

400 

200 
100 

゜

0収入変化 補助制度

▲物価変化
農業税免除 ！ 

I •・!り--'/-—、. .' —. 臼L! —--------

、,・.d,... f , ! I I 

_,, 

.0-'・ i ！ . ,. ~.., 
,. ... ． ✓ -． -/--—• ------▲ーヤ'—• ！ 

--------~,. ... ,...-~ ., 
i i 

1985 1990 1995 2000 2005 2010年代（年）

（収入と物価の変化は1985年の数値を100%とする）

図2 寧夏回族自治区農民収入と物価変化注4)

図3 関橋村農民収入構成注5)

た回族は、それまで暮らしてきた長安市、関中地区など

を離れ、寧夏回族自治区に移住させられることとなった。

関橋村もその移住を機に作られた集落の一つであり、こ

の地域の中でも比較的古い集落である。しかし、 1920

年 12月 16日に発生した、マグニチュード 8.5級の大地

震により、関橋村の位置する海原県は大きな被害を受け

た。死者は 73,027人にのぼり、住居も半数以上が倒壊

した注3)。ヒアリング調査によれば、地震前の民家は主

に窟洞と土屋根民家だったが、窟洞が地震に弱かったた

めに、その以降の民家はほとんど土屋根民家になったと

言われる。そのため、今回の調査では、地震後に再建さ

れた民家とその後に建てられた民家が対象となる。

2.2関橋村経済の発展と近代化の概要

寧夏回族自治区の農民収入と物価変化のデータを図 2

に示す。 1995年代頃から、収入が物価と比べ大きく増

えていることがわかる。 2010年に県が行った調査によ

れば、村全体の総収入のうち出稼ぎ労働が 53%を占め、

農業は 11%である（図 3)。改革開放以降の出稼ぎの一

般化による世帯収入の増加によって、住宅の新築や改増

築も積極的に行われたようだ。それとともに、地域の労

働力の減少により、民家の施工方法も自力で建設する方

法から建設会社が請け負う方法に変わってきた。

図4 関橋村集落配置図
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表1 調査対象民家一覧

民家番号 建設年代
母屋 離れ 主室／客庁（母屋）

家族構成 型式分類 住まい方
臥室 主室 厨房 客庁 臥室 厨房 客庁 奥行 (mm) 間口 (mm) 奥行／間口

① 1955年前後

゜゜゚
4400 6000 0. 73 3世代 5人家族 型式 I グループA

② 1962年前後

゜゜゚
5000 5400 0.93 2世代 3人家族 型式 I グループA

③ 1982年前後

゜゜゚
4600 5750 0.80 3世代 4人家族 型式 II グループA

④ 1987年

゜゜゚ ゜
4700 6300 0. 75 2世代 5人家族 型式 II グループA

⑤ 1990年

゜゜゚
4500 7840 0.57 2世代 6人家族 型式 II グループA

⑥ 1993年

゜ ゜ ゜
5600 8700 0 64 2世代 8人家族 型式 III グループB

⑦ 1995年前後

゜ ゜゚ ゜
6300 6300 1 00 3世代 6人家族 型式 III グループC

⑧ 
1975年建設

゜゜゚
◎ 5300 6050 0 88 3世代 7人家族 型式 I グループB1998年増築

⑨ 2002年前後

゜ ゜ ゜
5300 8500 0 62 1世代 3人家族 型式 Ill グループC

⑩ 2009年

゜ ゜゚ ゜
5700 8800 0 65 3世代 13人家族 型式 IV グループD

⑪ 2010年

゜ ゜゚ ゜
6900 9900 0 70 3世代 6人家族 型式 IV グループD

⑫ 
1978年建設

゜゜゚
◎ 4400 6100 0. 72 3世代 9人家族 型式 I グループD2012年増築

⑬ 
1992年建設

゜゜
◎ 4800 6000 0.80 3世代 3人家族 型式 II グループB2012年改築

⑭ 
1995年建設

゜゜゚ ゜
◎ 5000 7000 0 63 3世代 6人家族 型式 II グループD2012年増築

⑮ 
1998年建設

◎ ◎ 

゜
7400 8720 0 85 2世代 5人家族 型式 IV グループD2012年改築

⑯ 2014年

゜ ゜゚ ゜
7200 11360 0.63 3世代 6人家族 型式 IV グループD

凡例・ 0あり ◎増改築あり ーなし 注：母屋に配置された主室もしくは客庁の寸法を示す。

表2母屋の屋根と壁の構造の関係
3民家の構造・構法と規模の発展

3. 1屋根型式の分類と奥行きの関係

現地調査で収集した 16軒の民家について建設年代順

に①から⑯の番号を付け、建設年代、部屋の配置、母屋

の屋根構法、住まい方、家族構成といった基本情報を表

1にまとめた。

屋根型式は、木造・片流れ・土屋根（型式 I)、木造・

片流れ・素焼き瓦屋根（形式II)、木造・切妻・素焼き

瓦屋根（型式III) と鉄骨造・切妻・施釉瓦屋根（型式N)

の4種類に分類が可能である。

各民家の母屋の奥行きと建設年代の関係をグラフに示

す（図 5)。型式 Iの建設年代は 1980年以前、型式IIは

1980年から 1995年、型式IIIは1990から 2005年、型式

Wは2005年から 2014年までに見られ、時代とともに変

化してきたことが分かる。またこれと同時に、壁の構法

や仕上げ材料も土壁と日干し煉瓦併用の形から土壁に焼

成煉瓦（以下は煉瓦とする）保護ありの形、煉瓦壁、煉

瓦壁タイル保護有りの形に変化してきた（表2)。

続いて主室或いは客庁の間口と奥行きの関係をグラフ

に示す（図 6)。奥行きの平均は、型式 I=4. 78m、型式

II =4. 72m、型式III=5. 73m、型式N =6. 80mとなっている。

奥行きは、屋根構法と構造材に大きく左右されると考え

られる。形式 Iと形式IIでは、屋根材の変化に伴って屋

根勾配が大きくなるが、どちらも木造片流れ屋根のため

にスパンと奥行きの変化が見られなかった。切妻屋根が

採用されるようになった形式IIIでは奥行きが深くなり、

鉄骨造切妻屋根となる形式Wでは、さらに奥行きが深く

なる。間口の平均は、型式 I=5.89m、型式II=6.58m、

型式III=7. 83m、型式N =9. 70mとなっている。奥行／間

型式 型式 I 型式II 型式皿 型式W

建設年代 1980年前 1980N1995 1990N2005 2005以後

壁□ 屋根 木造 木造 木造 鉄骨造

事例数、
片流れ屋根 片流れ屋根 切妻屋根 切妻屋根

土 素焼き瓦 素焼き瓦 施釉瓦

土壁と日干し煉瓦 3 

土壁に煉瓦保護有り 1 5 2 

煉瓦壁 1 1 

煉瓦壁タイル保護有り 3 
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図5母屋建設年代と奥行きの関係図 6 主室の間口と奥行きの関係

（図中の数字は間口と奥行きの平均値）

O型式W

口の平均値は 0.74であり、間口は奥行きとともに大き

くなる傾向にある。

3.2各屋根型式を持つ民家の特徴（図 7)

型式 I: 事例①木造片流れ屋根・土壁

1955年前後に家族の手で建てたものであり、今まで

増改築は行われていない。西北の角に門があり、北側に
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長男夫婦の臥室注6)、家族共用する厨房、母が住む主室 型式 Iの民家では、地域で簡単に入手できる材料とし

が一列に配置される伝統的な平面形を持つ。現在、世帯 て土と木などを使い、居住者自らが設計、施工したもの

主注7)(母）、長男夫婦と 2人の孫の 5人で暮らしている。 である。 1955年から 1978年頃までは文化大革命時の混

勾配が約 1/6.75の土屋根を用い、その上に防水シー 乱や自然災害などにより、農業生産性も低く、経済的に

トが敷かれている。壁は地面から 1.5メートルまでをよ

り耐久性の高い版築士壁で、上の部分は日干し煉瓦で築

いている。冬は非常に寒い地域のため、断熱効果のある

土壁の厚みが 400mm以上ある。主室の間口は 6m、奥行

きは 4.4mである。主室は木製建具を用い、窓開口は幅

1. lm、高さ 1.5mであり、比較的小さい。強い北風が吹

くため、北側には開口を設けず、南側の開口部も限られ

ている。

型式II: 事例④木造片流れ瓦屋根・土壁に煉瓦保護

1987年に家族によって建てられ、厨房、主室、臥室

と収納室を北側に一列で配置している。現在子供達は都

市部で出稼ぎをしているため、夫婦2人で暮らしている。

屋根は木造下地の士屋根であり、耐久性と防水性に優

れた素焼き瓦を使用しており、勾配はより高く 1/3.87

である。壁は版築の土壁と日干し煉瓦の併用であり、南

側の壁面と柱は焼成煉瓦で保護されている。主室の間口

は6.3m、奥行きは4.7mである。窓は幅 1.5m、高さ 1.5m 

の大きさで、木建具の上にコンクリートのまぐさを使用

している。

型式ill:事例⑥木造切妻瓦屋根・煉瓦壁

1993年に村の職人達が中心となって建設した、 8人家

族が暮らす民家である。主室と臥室を北側に配置し、別

棟の厨房が西側にある。

屋根は勾配が 1/2.2の木造切妻・素焼き瓦屋根である。

片流れ屋根より、奥行きが比較的大きな部屋が作れるよ

うになった。壁は煉瓦壁であり、装飾モルタルで仕上げ

られている。主室の間口は 8.7m、奥行きは 5.6mである。

窓は幅 1.5m、高さ 1.5mで、木製建具を使用している。

型式N:事例⑪スチール構造切り妻屋根・煉瓦壁

事例⑪は 2010年に建設会社によって作られた民家で、

現在6人家族が暮らしている。臥室と客庁が北側、倉庫

が西側、厨房が東側にある「三合院」注8)形式の配置で

ある。

屋根は勾配 1/2.3の鉄骨造切妻屋根を用い、型式m
に比べ、より面積が広い部屋の建設ができるようになっ

ている。屋根にはより耐久性・防水性に優れる施釉瓦が

使用され、壁も煉瓦壁に白い施釉タイルが貼られる。客

庁の間口は 9.9m、奥行きは 6.9mである。窓の開口も幅

2.6m、高さ 1.7mと大きくなり、アルミサッシが用いら

れている。

3.3材料と施工方法の変化

『海原県誌』の内容とヒアリング調査の結果から、

1955年から 2014年までの民家材料と施工方法の変化を

以下のように整理した。

余裕がない地域であった。この間は、民家の変化はほと

んど見られない。

型式IIの民家は 1978年の「改革開放」政策の影響を

受けたと考えられる。人民公社が解体され、商業の自由

化により地域経済の成長が見られた。それと同時に、関

橋村の住民も出稼ぎ労働者として、徐々に都市で働き始

め、収入の増加とともに、生活水準も向上した。型式 I

より品質がよい木材、より高価な煉瓦や素焼き瓦が使わ

れるようになった。

型式IIIの民家は 1990年以後によく見られる。部屋の

規模は拡大し、屋根が木構造の素焼き瓦切妻屋根となり、

壁も煉瓦保護或いは装飾モルタル仕上げされるように

なった。地域の経済状況がさらに良くなるとともに、地

域での作業を担う人手が減ってきたため、施工方法は家

族と地域住民で行うものから、地元職人と住民の協力で

行うもの、さらに建設会社によるものへと変化してきた。

型式Wの民家は 2010年以降のものである。施工は完

全に建設会社へと変わり、鉄骨構造の切妻屋根、煉瓦造

の壁が用いられている。

3.4民家装飾の変化

関橋村の民家は、構法の発展と新しい材料の使用に

伴って、装飾も豪華になってきた（図 7)。イスラム教

は「偶像崇拝」注9)を禁止しており、住居に人や動物の

装飾を施すこともできないため、装飾では幾何学紋様と

植物をイメージする紋様が多く見られる。

型式 I民家の装飾は質素で、装飾的な建具の格子以外

はほとんど見られなかった。室内の装飾は天井に簡単な

編み物や、壁を保護するための布が見られる程度である。

型式IIの民家では、煉瓦の積み方による壁の幾何学紋

様の装飾や、煉瓦の彫刻による柱の装飾が多い。一方で、

建具の装飾は控えめになっている。

型式IIIの民家では、屋根の棟には瓦の積み方による植

物の葉や波状の装飾が見られ、壁には煉瓦の組み合わせ

による幾何学紋様の装飾が見られる。部分的に施釉力

ラータイルや色モルタルも使われ、外装の色も豊富に

なってきた。室内でもデサインした天井や壁の塗装など

多くの装飾が用いられている。

型式Wの民家では、ほとんど外装に装飾的な施釉タイ

ルと施釉瓦を使っている。屋根の棟に彫刻や「吻曽 (wen

shou)」と呼ばれる棟飾りを置く事例も少なくない。室

内では、天井の装飾が豊かとなり、壁と床にも施釉タイ

ルが用いられている。この頃から屋根に多く見られるハ

トの置物は、現地では、家族の永遠の幸せと健康を祈る

ものだと言われる。
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型式

事例

床面積

建設年代

型式 I

事例①

55 m' 

1955年前後

屋 根 木構造の片流れ土屋根

型式 II

事例④

go m 
1987年

木構造の片流れ屋根、土屋根の上

に素焼きの瓦がある

型式 III

事例⑥

123. 4対

1993年

木構造の切妻屋根、素焼きの瓦が用いら

れている

型式 IV

事例⑪

300 rri 

2010年

屋根は鉄骨造の切妻屋根，施釉瓦が

用いられている

屋根構造

壁 面 土壁と日干しレンガ併用
土壁と日干しレンガの併用、南側

の壁は煉瓦で保護されている

写真は同じ屋根の構造を用いた別棟倉庫のもの

土壁とレンガ壁の併用、南側の壁は装飾

モルタルで仕上げされている
Iタイル張り煉瓦壁

住居外観

建設方法 居住者自らが設計、施工したもの

家族構成 70代 +40代夫婦+10代子供 x2 40代夫婦+10/20代子供x3

母屋規模 12500mm x 4400mm 16270mm x 5000mm 

村の職人或いは建設会社が施工したもの

悶夫婦+30代夫婦+20代夫婦+10代子Iso代祖母+30代夫婦+10代子供x3

18100mm x 5600mm 18900mm x 6900mm 

装 飾

喜
冒

木製窓 煉瓦柱 施釉瓦屋根
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3.5小結

本章では関橋村民家の構法、規模、材料、装飾につい

て以下の 3点を明らかにした。

① 1955年から 2014年までの民家の屋根構法は、時代と

ともに大きく 4つの型式に分類できる。屋根構法の発展

に伴って母屋の奥行きと主室・客庁の間口が広がってき

た。

②経済の発展に伴って 1990年代から住民の収入が増加

し、民家の建設は、家族と住民が協力する方法から地元

職人と住民の協力による方法、さらに建設会社が請け負

う方法へと変化した。

③建設材料は、地元で簡単に入手できる士や木から、焼

成煉瓦や素焼き瓦へと変わってきた。近年はさらに装飾

性の高い施釉タイルや施釉瓦が使われるようになり、外

観や内装の装飾は豪華になってきた。

燕寧郷の研究では、寧夏回族民家の屋根形状は、地

域降水量によって異なるとされている（表 3)。降水

量 300mm以下の地域は片流れ屋根が用いられているの

に対し、 600mm以上の地域は切妻屋根が多く、 300mm"-' 

600mmの地域は片流れ屋根と切妻屋根の併用であると指

摘した。しかし、降水量362.6mmの地域にある今回の調

査では、同じ地域においても四種類の異なる形状の屋根

が用いられており、屋根構法の発展が屋根形状が変化し

てきた主な要因だと考えられる。

表3燕寧婦の論文による降水量と屋根形の関係

・グループA:主室には接客するための家具を設置せず、

来客時の食事や会話をカンで行うもの。

・グループB:主室にソファーや来客ためのテレビ、テー

ブル、椅子を設置するもの。

・グループC:接客するために客庁を設置し、接客や食

事を行うもの。

・グループD:接客用の客庁に付属する寝室を作り、カ

ン或いはベッドを設置するもの。

4.2各グループにおける住まい方の変化

図9に各グループの代表的事例の平面図を示す。

グループAは伝統的な住居である。「主室」は主に世

帯主の臥室であり、接客や食事、一家団槃などを行う場

所としても使われている。主室のカンの横に来客時の食

事のための机と椅子が置いてあり、通常は子供の勉強机

となっている。つまり、私的空間で接客が行われている。

厨房にはカマドとカンが設置され、家族の食事はカンの

上に「カン卓 (kangzhuo)」と呼ばれる小さいなテーブ

ルを置き、床座で行われる。

グループBにはグループAより広い主室があり、接客

ための食卓、ソファー、テレビが置かれているが、通常

ソファーは家族がテレビを見るために利用している。主

室のカンでは世帯主の就寝と家族団槃の場所とされる。

接客の行為がやや分離されるようになった。

年：：量 1 バ羹互；＂『：：~れ～瓦:o:I ff::~;:。；m;根 I~J]= 外の人との交流の場であるため、普段は利用しない「非
併用 根 日常」的な空間である。厨房は別棟に配置され、家族の

グループCでは、主室の代わりに客庁が母屋の中心に

置かれるようになった。客庁にはソファやテーブルを置

き、接客と来客時の食事を行う。この部屋は主に家族以

食事の場所とされる。接客の場所は主室から客庁へと移

4平面構成と住まい方の変化 行し、私的空間と完全に分離された。

4. 1接客空間の変化による民家のグループ分け グループDの住居では、客庁は接客と客との食事の場

今回調査した初期の住居では、母屋の中心に配置され 所として使われるのと同時に、付属する臥室への出入り

る世帯主の臥室を「主室」と呼ばれている。広いカンが 口も設けられている。この臥室を使う世帯主が客庁を生

設置されるのが特徴的であり、就寝、接客や一家団槃が 活の場としている場合がほとんどだが、世帯主がいない

行われていた。しかし、 1990年前後から主室の代わり 場合には子どもの臥室として使われる例もあった。これ

に「客庁」と呼ばれる主に接客に使われる部屋が作られ は伝統に従って高齢者に敬意を表す意味と空間を有効活

るようになった。ここにはソファーやテレビが置かれて

いる。

1955年から 2017年までに建築された 16軒の事例に

ついて、各室の用途や設え、接客を行う場所に着目し、

平面構成を以下の 4グループに分類した（図 8)。

グループA グループB グループC グループD

▲ 

主室 I 主室 I 臥室 客庁

凡例：＠就寝 ⑥接客 R 食事（来客ための食事） 疇鬱カン或いはベッド

図8接客場所によるグループの分類

用する意味があるようだ。一旦はグループCのように新

しい接客空間の形式である客庁を導入したものの、古く

からの主室の伝統と実用性の面から生まれてきた平面型

だといえる。

その他、グループCとDにおいては、食事の場所に冬

夏の使い分けも見られた。冬はカンを温め、その上で食

事が行われるのに対し、夏はテーブルを厨房或いは庭に

置き、食事が行われている。若い世代や子供はカンでの

就寝を好まない傾向があり、民家の新築と改修により、

カンを取り外してベッドが置かれることも多い。それと

ともに、ストーブや電気ヒーターの利用が増えているよ

うだ。
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五五五託;;;:::: こ五丑ぅ悶悶::次男は大学て勉強し、 Ii:ii!:i~;~::;~1::;~;;*::~:~~~!:~:~ をと::は
「厨房」炊事と食事の場所は扉で

つなぐ。カンに床座で食事を行う。

「主室」接客のソファーや机を設置しお

菓子やお茶も用意している。来客時の食

事もここで行われる。

世帯主夫婦の寝室とし、広いカンを設置

している。冷蔵庫、魔法瓶が置いてある。

〇庭。
タンク タンク • 

虚
・ 頃菜園」：野菜や果物の
栽培が行われている。

②9 
さ）

「臥室」長男夫婦と子供二人の寝

室である。カンの取り外しとベットの

設置が見られる。

テレビ、ケトル、CDプレーヤー、扇風

幾等の電気製品が置いてある。ベッ

ドで横になりテレビ観覧を行う。

0タンク

庭

［菜直•野菜や栗物匹栽培
．が行われている。

lm 3m Sm 

M40 F40 

. I T ---------, 
I I 

, M20 M20 , FlO FlO 
I I , _________ , 

在宅しない

「主室」夫婦の寝室である。広いカンを設

置するのが特徴であり、就寝だけでなく、接

客や一家団渠も行われている。

年中行事に来客食事の机や椅子が置いて

あり、平日に子供の勉強机も兼ねる。 ゜
3
 

.o. 

M
 了．
M

A
U
 
3
 
F
 

「厨房」家族で炊

事や食事のために

共有で利用する。子

供の勉強机も置か

れているのは、勉強

しながら、家族と話

をしていたからだ。

カンを設置し、食事

はカンの上床座で

行う。

炊飯器、電力鍋を置

いてある。ヤカンを

利用し、カマドの火

カでお湯を沸かす
のが見られた。

のl二二11ニ11

：こー；ま；~:ご；こ万：,;:~ に、。世帯主の50代夫婦と次男1; ここt「:：~~心門に::;.~:~:~;長時間出稼ぎため、在宅し
は子供の世話や家事をする。 ない。妻は子供の世話や家事をする。

「臥室」世帯主夫婦と次男の部屋である。

カンとベットを同時に設置している。

机にお菓子を置いてあり、家族でソファーに

座って、テレビを見ながら団集する。

「客庁」接客ための部屋であり、普段

施錠している。来客時、ソファーに座っ

て話をする。

来客時の食事用の机や椅子を設置して

いる。観賞用の盆栽も置いてある。

~ I「臥室」長男夫婦の寝室
は新婚の時、内装リニュー

アルしたことがある。

シャワー室の設置やソファ

ーの購入が見られる。冷蔵

庫、テレビ等の電気製品

が置いてある。

「臥室」世代主夫婦の部屋で

あったが、夫が長時間出稼ぎた

め、普段使ってない。妻は他の

部屋を利用する。

峠

棗．．．•••••• 摩：
.. 

［菜園j野菜や
果物の栽培が行．

われているふ

「収納」使わない布

団や家具を収納する

使用してない羊小屋

「厨房」少人数の場合、食

事は厨房のテーブルで行

う。普段はカンに床座で食

事を行う。

炊飯器、ヤカンなどの電気

製品と水瓶を置いてある。

厨房と横の寝室やシャワ

ー室は家族共用。

M50.=ロ7F50
F20 TM20 M20 

MO 

O井戸

「厨房」家族の炊事や食事に利

用する。カンを設置し、食事はカン

の上で行う。

炊飯器、電力鍋、ヤカンを置いて

ある。食品倉庫や洗面所を設置す

る。

庭 ⑦ 
lm 3m 5m 

0 .!l二 Jll-,§.m
「臥室」収納室として使っている

が、来客時は客室とする。

「客庁」テレビが有、観覧しながら

接客を行う。ソファーや机を設置し、

来客時の食事もここで行う。

カンの代わりにベットを設置し、長

女と次女の寝室としている。

▲
 : 二□三j
爪厄0―: FlO FlO 

囮面凡例： ▲入口 圏就寝 〇炊事 〇家族の食事 〇接客 冒l来客の食事 家族構成凡例： M40男性40代 F40女性40代 しーーロ」長時間不在宅

図9各グループ住まい方の実態
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4. 3床面積の拡大と平面型の変化 李衛東の研究では、寧夏回族の女性は来客の男性に顔

対象事例について建設年代と床面積の関係を見る（図 を見せないため、「暗間」と呼ばれる特別な部屋が存在し、

10)。時代を追うごとにグループAから B、C、Dへと移 女性の隠れ場所や礼拝の場所となると指摘したが（図

り変わっているが、近年の事例は全てグループDとなっ

ている。また、増改築が行われていない事例だけで見る

と、 1955年の約 50面から面積が拡大してゆく様子は顕

著であり、特に経済状況が良くなった 1990年代以降に

150面以上へ急拡大してきたことが分かる。面積的に余

裕ができたことが、客庁という接客空間を生んだ 1つの

要因だと考えられる。

ヒアリング調査によると、 2012年経済的に余裕のな

い家庭を対象にした建築材料の補助制度ができたため、

それを利用して、客庁の増築が多く見られた。その他、

より広い空間の需要により、臥室と厨房を増築した事例

も見られた。

延床面積（ポ）

300 I「―
凡例：R 増改築が行われてない

@)客庁を増築

250 図臥室を増築

＾ 厨房を改築
200 

改革開放

150 

100 

50 ---------

建設年代（年）

1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020 

11)、今回の調査ではこうした事例は見られなかった。

しかし、礼拝空間については、男性達はモスクで行うの

に対して、女性や年輩の方は I礼拝 接客、就寝
I I I 'I  II II I 

カーペットを敷いたカン或い

は床の上で行う事例が多く見

られ、宗教上の特徴から見た

平面型或いはその発展につい

ては今後の課題としたい。

5まとめ

5. 1結論

▲ 

図11 李衛東論文の図面

本稿は中国寧夏回族自治区関橋村における 1955年か

ら2014年までに建設された民家を研究対象とし、構法

と建築材料、装飾、そして平面型の変容について考察し

た。以下を結論とする。

①経済の発展に伴って、民家の建設は、家族と住民が協

力する方法から地元職人と住民の協力による方法、さら

に建設会社が請け負う方法へと変化した。また、それと

同時に床面積も大きく拡大した。

②時代の流れとともに建設材料は、土や木から、煉瓦や

素焼き瓦へと変わり、さらに近年は施釉タイルや施釉瓦

が使われるようになった。耐久性が向上したとともに、

外観や内装の装飾は豊になってきた。

③屋根構法の発展に伴って屋根形状が変化し、母屋の奥

行きと主室の間口が広がってきた。燕寧郷の研究では、

民家の屋根形状は地域降水量によって異なるとされた

が、今回の事例では屋根構法の発展が屋根形状を決める

図10 床面積と建設年代の関係 主な要因だといえる。

④平面型を主な接客空間について見ると、臥室を兼ねる

4.4小結 主室が拡大し、さらには接客専用の客庁へと変化してき

本章では関橋村民家の平面計画について以下の 3点を た。近年見られる臥室が付随する客庁は、新しい接客空

明らかにした。 間である客庁と主室の伝統が融合した実用的なものだと

①民家の平面を主な接客空間に着目して見る。時代を経 考えられる。

るごとに世帯主の臥室を兼ねる主室が拡大し、さらには ⑤近年の客庁を持つ平面型は、独立した接客空間に対す

接客専用の客庁へと変化してきた。 る要求が、経済状況の好転に伴う床面積の拡大と、架構

②近年見られる臥室が付属する客庁は、主に高齢者生活 技術の発展によって実現したものだと考えられる。

の場とされ、以前の主室を拡張したような使い方となっ ⑥今回の事例では、李衛東の研究で指摘された「暗間」

ている。 と呼ばれる宗教的な空間は見られず、平面上は宗教上の

③経済の発展とともに、床面積を広く建設できるように 特徴が明確ではなかった。

なった。客庁という接客用のソファやテーブルを置く空

間を作るには、より大きな部屋を作る技術が必要となる。

3. 1で、民家の部屋の大きさが構法の変化とともに拡大

してきたことを指摘したが、平面型の変化は、接客空間

を分離したいという生活上の要求が、技術によって支え

られた結果生まれたといえる。

5.2今後の課題

調査した民家は主室とカンを持つものから、客庁と

ベッドを持つものへと変化してきたが、伝統的な主室の

使い方も取り入れて空間を有効利用する工夫が見られ

た。今回の調査でも高齢者のみの世帯が存在したが、今

後こうした事例が増えることが予想される。一方で民家
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の床面積は急激に増大してきた。接客空間として客庁の

ような要求があることは明らかだが、時代の変化に合わ

せて、より合理的に計画していく工夫が求められる。

経済や建築構法と材料の発展に伴って、民家の規模は

拡大し、耐久性も高まったり、それと同時に装飾性も高

が取り囲まれる合院が基本形である。このうち 2000

年前に建てられた住居は「二辺」を囲む住居が多くみ

られ、本稿では「三辺」を囲む住居を「三合院」とする。

9)参考文献6,pl21

くなっている。一方で、寧夏回族に特有の宗教的な空間 参考文献

は見られなかった。その背景には、地域による違いや宗

教観の変化があると考えられるが、その分析と評価は今

後の課題である。
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